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　はじめに

ニホンカモシカ（Capricornis crispus）は偶蹄目

ウシ科ヤギ亜科の日本固有の哺乳類で，1934年

に特別天然記念物に指定され，全国的に保護の対

象とされている．中国地方を除く本州，四国，お

よび九州に分布し，九州ではこれまで大分県，宮

崎県，熊本県に生息していることが知られおり，

いずれの九州 3県においても絶滅の恐れのある動

物（大分県 VＵ，宮崎県 VU，熊本県 IB）とし

て指定されている（熊本県，2009；大分県，

2011；宮崎県，2016）．鹿児島県には日置市の黒

川洞窟などから縄文・弥生時代のニホンカモシカ

の動物遺体が見つかっていることから，かつて生

息していたと考えられているが（西中川ほか，

1993），それ以降の記録はなく、現在分布は認め

られていない．

　鹿児島県における目撃記録

著者は 2019年 9月 14日 13時 52分に，熊本

県境の国見山付近の鹿児島県内（図 1）にてニホ

ンカモシカを 1個体，約 12 mの距離で目撃した．

今回目撃した地点は，鹿児島県伊佐市の最北部で

あり，最も近いこれまでの分布記録であるニホン

カモシカの分布境界とされる熊本県白髪岳（大分・

熊本・宮崎教育委員会，2013）からは直線で約

30 kmの距離であった．

九州のニホンカモシカについては，平成 23–24

年度の特別調査（大分・熊本・宮崎教育委員会，

2013）により，生息分布の実態がより明確になり，

生息地の低標高化，分散化の傾向が確認されてい

る．すなわち，① 1980年代までは九州の高標高

かつ急傾斜地の「奥山」に主たる生育息を確立し

ていたが，次第にシカとの競合（シカの増加に伴

う下層植生の過剰利用による餌資源不足）を主要

因として，その奥山を離れ，低標高地にその生育

地を移してきた．②現在では，低標高地のあちこ

ちに散らばり，小集団かつ孤立的に生育している

個体が多くなっている．というものである．その

傾向に伴い，防鹿ネットによる誤獲や疥癬症の伝

染，シカによる植生の過被食の影響など，本種を

とりまく環境は極めて厳しい状況にある．

今回，鹿児島県内で確認されたニホンカモシ

カも生息地の低標高化，分散化に由来する個体だ

と推察されるが，目撃した個体が単独でたまたま

流れてきた個体なのか，鹿児島県内でも小集団が

定着し始めているのか，九州のニホンカモシカの

保全を考える上でも，今後の調査と積極的な保護

対策が望まれる．
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図 1．鹿児島県内にてニホンカモシカが目撃された地点（矢
印）．この地図は国土地理院の電子地形図を使用したもの
である．



112

Nature of Kagoshima Vol. 46 RESEARCH ARTICLES

目撃地点：鹿児島県伊佐市大口山野，32°11ʹ 

16.7ʺN, 130°36ʹ43.2ʺE，標高 940 m，アカガシの優

占する常緑広葉樹林とスギ植林地との境界にて．
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